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水難事故防止のために

 

 

      ・ 遊泳は保護者が同行して見守る。 
 

 

 

 

 

 

  

                                                          おぼれたら「助けてサイン」 

児童生徒はルールを守り、保護者は子どもを見守り、充実した夏休みにしましょう。 

全体の３割以上は１０歳代以下の事故 

平成３０年Ｎｏ.３ 

児 童 生 徒 や 保 護 者 の 皆 様 へ  水 難 事 故 統 計 

※統計は 「平成３０年 秋田のまもり」（秋田県警察） 、「海で安全に楽しむために 平成２９年度版」（海上保安庁）より作成 

年齢層別事故人数（過去5年間）1489人 

□遊泳は子ども同士では行かない 

○同行していたが目を離し 

 たときに、⼦どもだけで 

 ⼤⼈の目の届かないとこ 
 ろで泳いだ。           

おぼれた主な原因 

□強風、波の高いときは遊泳しない 

  

  ・遊泳禁止の看板が立っていないか。 

      ・ 監視員が配置されているか。 
 
 

□  ・ 白波がたっていないか。 

    ・ 波消しブロックでしぶきが上がっていないか。 
 
 

                      

                                    おぼれたら「助けてサイン」       

□遊泳禁止区域では泳がない おぼれた主な原因 

○準備運動をしなかった。 
○潮で沖に流されて戻れな 
 くなった。 
○突然、高い波がきた。 
○天気が悪いのにムリして 
 泳いだ。 

□強風、波の高いときは遊泳しない 

□強風、波の高いときは遊泳しない 

  
     ・ 釣りなどは保護者が同行する。 

    ・ ライフジャケットを着用する。 

    ・緊急時は、１１８番へ通報する。 

 
 
 
 
                                    おぼれたら「助けてサイン」 

□河川には、子ども同士では行かない おぼれた主な原因 

○河川に落下した。 

○浅いと思い入水したが、深 

 みにはまり、流された。 

事故発生場所別（過去5年間）1489人 

事故の約６割が遊泳禁止区域で発生 

秋田県の事故の４割が河川で発生 

秋田県事故発生場所別（過去5年間）90人 


